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『3 月は水と衛生月間』 

ロータリークラブ 水と環境衛生の取り組み 

世界には、安全な水や衛生設備を利用できない人が

25億人以上いると言われています。これは、地球上の 3

人に 1 人が、健康的な生活を送る上で基本的な権利を

奪われていることを意味します。 

そのため、ロータリークラブは、世界中の地域社会で水

と環境衛生（WASH）の改善に取り組んでいます。これ

は、ロータリーの重点分野の一つであり、すべての人が

安全な水、衛生設備、衛生習慣にアクセスできるように

することを目的としています。 

活動内容 

ロータリークラブのWASHプログラムは、以下のような活動内容を含みます。 

• 井戸や浄水施設の建設 

• トイレや衛生設備の設置 

• 衛生教育の実施 

• 地域社会の能力強化 

成果 

ロータリークラブのWASHプログラムは、世界中の地域社会で大きな成果を上げています。 

例えば、 

• 2,500万人以上に安全な水を供給 

• 1,000万人以上に衛生設備を提供 

• 500万人以上に衛生教育 

一例ですが、ロータリークラブでは上記の活動に取り組んでいます。 

日本の水の状況・世界との比較 

地球には、およそ 14億立方ｋｍもの水があります。そのうち 97 パーセントが海水で、残り 3パーセント淡

水 (飲み水として利用できる水)です。しかし、そのほとんどが南極や北極の雪や氷、深いところにある地

下水で利用することができません。身近に利用できる川や湖の水は全体の 0.01 パーセントしかありませ

ん。地球の水はとても大切です。    

【日本の水】  

日本は世界の中でも雨の多い国です。しかし、地形的に山が多く、川が短いため世界の平均よりも少なく

なります。   

【茨城や関東地方の水】 

日本の中でも、関東地方は特に人口が集中しているために一人あたりが使える水の量は全国平均よりず

っと少なくなります。 


